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（
令
和
五
年
八
月
一
日
）

令
和
の
天
皇
・
皇
后
の
「
歌
会
始
」
和
歌

（
京
都
宮
廷
文
化
研
究
所
特
別
顧
問
）
所

功

毎
年
正
月
中
旬
に
開
催
さ
れ
て
い
る
宮
中
「
歌
会
始
」
で
は
、
約
一
五
〇
年
前
の
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
か
ら
、
天
皇
・
皇
族
や
特

別
な
宮
廷
歌
人
だ
け
で
な
く
、
一
般
国
民
か
ら
の
詠
進
も
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
際
、
入
選
作
ま
で
含
め
て
、
平
安
以
来
の
朗
唱
方
式

に
よ
り
披
講
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
う
ち
、
昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
か
ら
今
年
ま
で
の
御
製
と
成
年
皇
族
の
御
歌
お
よ
び
一
般
国
民
の
詠
進
入
選
作
は
、
宮
内

庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
通
覧
し
ま
す
と
、
天
皇
の
定
め
ら
れ
た
「
御
題
」（
勅
題
）
に
応
じ
て
、
各
々
に

和
歌
を
詠
む
と
い
う
君
民
一
体
の
雅
な
宮
廷
文
化
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
と
り
わ
け
天
皇
陛
下
と
皇
后
陛
下
の
御
製
・
御
歌
は
、
そ

の
時
々
の
御
心
を
窺
う
手
が
か
り
と
し
て
も
貴
重
な
資
料
と
み
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
こ
に
は
今
上
陛
下
＝
令
和
の
天
皇
が
成
年
以
来
、
ま
た
皇
后
陛
下
も
平
成
の
皇
太
子
妃
と
な
ら
れ
て
以
来
、「
歌
会
始
」

で
公
表
さ
れ
た
和
歌
（
御
製
・
御
歌
）
を
抄
出
し
て
、
当
代
の
両
陛
下
を
理
解
す
る
一
助
と
し
ま
す
。

凡

例

一

掲
出
の
和
歌
（
御
製
・
御
歌
）
は
、
末
尾
の
参
考
文
献
㋥
か
ら
引
用
し
た
。

一

年
次
の
（

）
内
の
年
齢
は
、「
歌
会
始
」
開
催
時
の
満
年
齢
で
あ
る
。

一

和
歌
の
（

）
内
に
読
み
仮
名
や
語
釈
を
補
い
、
※
に
若
干
の
説
明
を
加
え
た
。
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一

皇
孫
徳
仁
親
王
（
在
学
中
）
の
御
歌

昭
和
五
十
六
年
（
一
九
八
一
）
歌
会
始
（

歳
）
御
題
「
音
」

1

20

・
懸
緒
（
か
け
を
）
断
つ
音
高
ら
か
に
響
き
た
り

二
十
歳
（
は
た
ち
）
の
門
出
我
が
前
に
あ
り

※
前
年
二
月
二
十
三
日
に
宮
殿
の
正
殿
（
春
秋
の
間
）
で
成
年
式
「
加
冠
の
儀
」
が
行
わ
れ
た
。

昭
和
五
十
七
年
（
一
九
八
二
）
歌
会
始
（

歳
）
御
題
「
橋
」

2

21

・
鼻
栗
（
は
な
ぐ
り
）
の
瀬
戸
（
愛
媛
県
今
治
市
）
に
か
か
り
し
橋
望
み

潮
乗
り
こ
え
し
舟
人
偲
ぶ

※
前
年
、
学
習
院
大
学
文
学
部
で
卒
業
論
文
の
テ
ー
マ
と
し
て
「
瀬
戸
内
海
水
運
史
の
研
究
」
に
専
念
さ
れ
た
。

昭
和
五
十
八
年
（
一
九
八
三
）
歌
会
始
（

歳
）
御
題
「
島
」

3

22

・
雲
間
よ
り
し
の
の
め
（
明
け
方
）
の
光
さ
し
く
れ
ば

瀬
戸
の
島
々
浮
き
出
で
に
け
り

※
前
年
四
月
、
学
習
院
の
大
学
院
へ
進
み
、
同
テ
ー
マ
の
研
究
を
継
続
さ
れ
て
い
た
。

昭
和
五
十
九
年
（
一
九
八
四
）
歌
会
始
（

歳
）
御
題
「
緑
」

4

23

・
み
は
る
か
す
牧
場
の
緑
冬
萌
（
も
）
え
て

遠
く
聞
え
来
チ
ャ
ペ
ル
の
鐘
（
か
ね
）
は

※
前
年
十
月
か
ら
Ｕ
Ｋ
（
英
国
）
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
に
留
学
し
、「
テ
ム
ズ
川
の
水
運
史
」
を
二
年
間
研
究
さ
れ
た
。

昭
和
六
十
年
（
一
九
八
五
）
歌
会
始
（

歳
）
御
題
「
旅
」

5

24

・
フ
ラ
ン
ス
の
旅
路
に
眺
（
な
が
）
む
る
ア
ル
プ
ス
に

故
郷
（
ふ
る
さ
と
）
の
山
な
つ
か
し
く
思
ふ
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※
Ｕ
Ｋ
留
学
中
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
を
巡
歴
し
、
ア
ル
プ
ス
も
眺
め
ら
れ
た
。

昭
和
六
十
一
年
（
一
九
八
六
）
歌
会
始
（

歳
）
御
題
「
水
」

6

25

・
オ
ー
ル
手
に
艇
（
て
い
）
競
（
き
そ
）
ひ
行
く
若
人
の

影
ゆ
れ
映
る
テ
ム
ズ
の
水
に

※
前
年
四
月
、
テ
ム
ズ
川
の
牛
津
と
剣
橋
の
両
大
学
対
抗
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
を
見
学
さ
れ
た
。

昭
和
六
十
二
年
（
一
九
八
七
）
歌
会
始
（

歳
）
御
題
「
木
」

7

26

・
す
こ
や
か
に
伸
び
ゆ
き
て
あ
れ
子
供
ら
と

桜
の
若
木
植
ゑ
つ
つ
願
ふ

※
前
年
春
、
昭
和
天
皇
の
御
即
位
六
十
記
念
と
し
て
、
皇
居
と
周
辺
に
桜
の
若
木
を
植
え
ら
れ
た
。

昭
和
六
十
三
年
（
一
九
八
八
）
歌
会
始
（

歳
）
御
題
「
車
」

8

27

・
お
木
曳
（
き
ひ
き
）
の
車
の
音
色
（
ね
い
ろ
）
高
ら
か
に

響
き
わ
た
り
ぬ
初
夏
の
伊
勢
路
に

※
前
年
五
月
、
伊
勢
神
宮
の
式
年
遷
宮
（
六
年
後
）
に
向
け
て
、
御
用
材
の
「
お
木
曳
」
行
事
に
参
加
さ
れ
た
。

二

皇
太
子
徳
仁
親
王
（
結
婚
前
）
の
御
歌

☆
昭
和
六
十
四
年
（
平
成
元
年
）
一
月
七
日
の
天
皇
崩
御
に
よ
り
「
歌
会
始
」
は
中
止
さ
れ
た
。

平
成
二
年
（
一
九
九
〇
）
昭
和
天
皇
を
偲
ぶ
歌
会
（

歳
）
御
題
「
晴
」

9

29

・
朝
も
や
の
晴
れ
上
が
り
ゆ
く
湖
に

ヒ
マ
ラ
ヤ
の
峰

姿
耀
（
か
が
や
）
ふ

- 4 -

※
昭
和
六
十
二
年
（
一
九
八
七
）
三
月
、
ネ
パ
ー
ル
訪
問
中
に
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
高
峰
を
御
覧
に
な
っ
た
。

平
成
三
年
（
一
九
九
一
）
歌
会
始
（

歳
）
御
題
「
森
」

10

31

・
五
箇
山
（
ご
か
や
ま
）
を
お
と
づ
れ
し
日
の
夕
餉
（
ゆ
ふ
げ
）
時

森
に
響
か
ふ
こ
き
り
こ
の
唄

※
九
年
前
の
昭
和
五
十
八
年
（
一
九
八
三
）
七
月
、
学
習
院
大
学
地
理
研
究
会
で
夏
季
研
修
に
五
箇
山
を
訪
ね
合
掌
造
を
見
学
さ
れ
た
。

平
成
四
年
（
一
九
九
二
）
歌
会
始
（

歳
）
御
題
「
風
」

11

32

・
い
に
し
へ
の
歴
史
し
の
び
つ
つ
島
訪
ひ
ぬ

松
が
枝
を
揺
る
瀬
戸
内
の
風

※
前
年
二
月
、
皇
太
子
「
立
太
子
の
礼
」
を
行
い
、
伊
勢
神
宮
な
ど
に
参
拝
さ
れ
た
。

平
成
五
年
（
一
九
九
三
）
歌
会
始
（

歳
）
御
題
「
空
」

12

33

・
大
空
に
舞
ひ
立
つ
鶴
の
群
眺
（
な
が
）
む

幼
な
日
よ
り
の
わ
が
夢
か
な
ふ

※
前
年
三
月
、
皇
太
子
、
学
習
院
大
学
史
料
館
の
客
員
研
究
員
と
な
ら
れ
た
。

三

皇
太
子
・
同
妃
（
御
成
婚
後
）
の
御
歌

※
平
成
五
年
（
一
九
九
三
）
六
月
九
日
、
小
和
田
雅
子
嬢
と
の
「
結
婚
の
儀
」
が
行
わ
れ
た
。

平
成
六
年
（
一
九
九
四
）
歌
会
始
〔
皇
太
子

歳
・
同
妃

歳
〕
御
題
「
波
」

13

34

30

・
我
が
妻
と
旅
の
宿
よ
り
眺
む
れ
ば

さ
ざ
な
み
は
た
つ
近
江
の
湖
（
う
み
）
に
〔
皇
太
子
〕
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・
君
と
見
る
波
し
づ
か
な
る
琵
琶
の
湖
（
う
み
）

さ
や
け
き
月
は
水
面
（
み
の
も
）
お
し
照
る
〔
同
妃
〕

※
前
年
八
月
「
全
国
農
業
青
年
交
換
大
会
」
に
滋
賀
県
を
訪
ね
、
琵
琶
湖
の
み
え
る
彦
根
で
宿
泊
さ
れ
た
。

平
成
七
年
（
一
九
九
五
）
歌
会
始
〔
皇
太
子

歳
・
同
妃

歳
〕
御
題
「
歌
」

14

35

31

・
人
々
を
へ
だ
て
し
壁
は
く
づ
れ
た
り

ベ
ル
リ
ン
に
響
く
歓
び
の
歌
〔
皇
太
子
〕

・
夕
映
え
の
沙
漠
の
町
に
ひ
び
き
く
る

祈
り
の
時
を
つ
ぐ
る
歌
声
〔
同
妃
〕

※
前
年
十
月
、
両
殿
下
は
ド
イ
ツ
・
フ
ラ
ン
ス
・
ス
ペ
イ
ン
を
歴
訪
さ
れ
、
六
年
前
に
崩
壊
し
た
ベ
ル
リ
ン
の
壁
も
御
覧
に
な
っ
た
。

ま
た
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
を
訪
ね
、
リ
ヤ
ド
郊
外
で
沙
漠
を
歩
か
れ
た
。

平
成
八
年
（
一
九
九
六
）
歌
会
始
〔
皇
太
子

歳
・
同
妃

歳
〕
御
題
「
苗
」

15

36

32

・
子
供
ら
と
苗
木
植
ゑ
つ
つ
我
祈
る

健
や
か
に
育
て
子
ら
も
苗
木
も
〔
皇
太
子
〕

・
も
ろ
手
も
ち
て
ひ
た
す
ら
花
の
苗
植
う
る

知
恵
お
そ
き
子
ら
ま
な
こ
か
が
や
く
〔
同
妃
〕

※
前
年
十
月
一
日
、
皇
太
子
・
同
妃
は
滋
賀
県
で
開
催
の
全
国
育
樹
祭
に
行
啓
さ
れ
た
。

平
成
九
年
（
一
九
九
七
）
歌
会
始
〔
皇
太
子

歳
・
同
妃

歳
〕
御
題
「
姿
」

16

37

33

・
人
み
な
は
姿
ち
が
へ
ど
ひ
た
ご
こ
ろ

戦
（
い
く
さ
）
な
き
世
を
こ
ひ
ね
が
ふ
な
り
〔
皇
太
子
〕

・
大
地
震
（
お
ほ
な
ゐ
）
の
か
な
し
み
耐
へ
て
立
ち
な
ほ
り

は
げ
む
人
ら
の
姿
あ
か
る
し
〔
同
妃
〕

※
前
年
八
月
、
終
戦
五
十
年
に
あ
た
り
、
ご
両
親
の
天
皇
（

歳
）
と
皇
后
（

歳
）
は
、
広
島
・
長
崎
・
沖
縄
を
訪
ね
ら
れ
た
。

61

60

※
両
殿
下
は
前
々
年
一
月
十
七
日
の
「
阪
神
淡
路
大
震
災
」
の
被
災
地
を
、
二
月
二
十
六
日
と
三
月
五
日
に
慰
問
さ
れ
た
。
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平
成
十
年
（
一
九
九
八
）
歌
会
始
〔
皇
太
子

歳
・
同
妃

歳
〕
御
題
「
道
」

17

38

34

・
一
本
の
杭
に
記
さ
れ
し
道
の
名
に

我
学
問
の
道
は
は
じ
ま
る
〔
皇
太
子
〕

・
ル
ワ
ン
ダ
へ
長
く
つ
ら
な
る
土
の
道

あ
ゆ
む
人
ら
に
幸
多
く
あ
れ
〔
同
妃
〕

※
幼
少
期
に
東
宮
御
所
の
庭
で
「
奥
州
街
道
」
の
杭
を
見
つ
け
た
こ
と
が
一
因
で
、
陸
路
・
水
路
の
歴
史
研
究
に
進
ま
れ
た
。

※
ア
フ
リ
カ
の
ル
ワ
ン
ダ
紛
争
は
一
九
九
〇
年
か
ら
数
年
断
続
し
て
い
た
。

平
成
十
一
年
（
一
九
九
九
）
歌
会
始
〔
皇
太
子

歳
・
同
妃

歳
〕
御
題
「
青
」

18

39

35

・
登
山
電
車
に
ゆ
ら
れ
て
登
る
ユ
ン
グ
フ
ラ
ウ

青
き
氷
河
は
せ
ま
り
く
る
な
り
〔
皇
太
子
〕

・
摩
文
仁
な
る
礎
（
い
し
じ
）
の
丘
に
見
は
る
か
す

空
よ
り
あ
を
く
な
ぎ
わ
た
る
海
〔
同
妃
〕

※
皇
太
子
は
英
国
留
学
中
、
ア
ル
プ
ス
の
ユ
ン
グ
フ
ラ
ウ
で
氷
河
を
御
覧
に
な
っ
た
。

な
お
、
平
成
二
十
六
年
六
月
「
日
本
・
ス
イ
ス
国
交
一
五
〇
年
記
年
」
に
名
誉
総
裁
と
し
て
再
訪
さ
れ
た
。

※
前
年
五
月
、
沖
縄
の
本
土
復
帰
二
十
五
年
に
、
両
殿
下
は
摩
文
仁
の
丘
「
平
和
の
礎
」
で
慰
霊
さ
れ
た
。

平
成
十
二
年
（
二
〇
〇
〇
）
歌
会
始
〔
皇
太
子

歳
・
同
妃

歳
〕
御
題
「
時
」

19

40

36

・
は
る
か
な
る
時
空
を
越
え
て
今
見
ゆ
る

星
の
世
界
を
す
ば
る
は
探
る
〔
皇
太
子
〕

・
七
年
（
な
な
と
せ
）
を
み
ち
び
き
た
ま
ふ
我
が
君
と

語
ら
ひ
の
時
重
ね
つ
つ
来
ぬ
〔
同
妃
〕

※
前
年
一
月
、
国
立
天
文
台
ハ
ワ
イ
測
候
所
で
口
径

・

ｍ
の
「
ス
バ
ル
望
遠
鏡
」
を
建
設
し
て
試
験
観
測
を
始
め
た
。

8

2
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平
成
十
三
年
（
二
〇
〇
一
）
歌
会
始
〔
皇
太
子

歳
・
同
妃

歳
〕
御
題
「
草
」

20

41

37

・
草
原
を
た
て
が
み
な
び
か
せ
ひ
た
走
る

ア
ラ
ブ
の
馬
は
海
越
え
て
来
ぬ
〔
皇
太
子
〕

・
君
と
ゆ
く
那
須
の
花
野
に
あ
た
ら
し
き

秋
草
の
名
を
知
り
て
う
れ
し
き
〔
同
妃
〕

※
七
年
前
（
一
九
九
四
年
）
皇
太
子
・
同
妃
が
オ
マ
ー
ン
王
国
を
訪
問
の
際
、
ア
ラ
ブ
種
の
牝
馬
を
贈
ら
れ
、
三
年
後
（
一
九
九
七
年
）

に
仔
馬
「
豊
歓
」
が
産
ま
れ
て
い
る
。

四

皇
太
子
・
同
妃
（
敬
宮
愛
子
内
親
王
誕
生
後
）
の
御
歌

平
成
十
四
年
（
二
〇
〇
二
）
歌
会
始
〔
皇
太
子

歳
・
同
妃

歳
〕
御
題
「
春
」

21

42

38

・
青
春
を
わ
が
過
ご
し
た
る
学
び
舎
に

新
入
生
の
声
ひ
び
く
な
り
〔
皇
太
子
〕

・
生
（
あ
）
れ
い
で
し
み
ど
り
児
の
い
の
ち
か
が
や
き
て

君
と
迎
ふ
る
春
す
が
す
が
し
〔
同
妃
〕

※
前
年
四
月
、
皇
太
子
は
学
習
院
初
等
科
の
校
舎
を
訪
ね
ら
れ
た
。

※
前
年
十
二
月
一
日
、
敬
宮
（
と
し
の
み
や
）
愛
子
内
親
王
が
誕
生
さ
れ
た
。

平
成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）
歌
会
始
〔
皇
太
子

歳
・
同
妃

歳
〕
御
題
「
町
」

22

43

39

・
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
の
わ
が
学
び
舎
に
向
か
ふ
時

ゆ
ふ
べ
の
鐘
は
町
に
ひ
び
け
り
〔
皇
太
子
〕

・
い
ち
や
う
並
木
あ
ゆ
み
て
で
あ
ふ
町
び
と
に

み
ど
り
児
は
顔
ゑ
み
て
こ
た
ふ
る
〔
同
妃
〕

※
二
十
年
程
前
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
イ
ー
ト
ン
校
に
留
学
さ
れ
て
い
た
。

※
前
年
十
二
月
、
愛
子
内
親
王
満
一
歳
。
東
宮
御
所
の
近
く
を
散
歩
し
て
町
の
人
々
に
会
わ
れ
た
。
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平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
）
歌
会
始
〔
皇
太
子

歳
・
同
妃

歳
〕
御
題
「
幸
」

23

44

40

・
す
こ
や
か
に
育
つ
幼
な
を
抱
き
つ
つ

幸
お
ほ
か
れ
と
わ
が
祈
る
な
り
〔
皇
太
子
〕

・
寝
入
る
前
か
た
ら
ひ
す
ご
す
ひ
と
時
の

吾
子
の
笑
顔
は
幸
せ
に
満
つ
〔
同
妃
〕

※
前
年
十
二
月
、
愛
子
内
親
王
健
か
に
満
二
歳
と
な
ら
れ
た
。

平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
）
歌
会
始
〔
皇
太
子

歳
・
同
妃

歳
〕
御
題
「
歩
み
」

24

45

41

・
頂
き
に
た
ど
る
尾
根
道
ふ
り
か
へ
り

わ
が
か
さ
ね
来
し
歩
み
思
へ
り
〔
皇
太
子
〕

・
紅
葉
ふ
か
き
園
生
（
そ
の
ふ
）
の
道
を
親
子
三
人

な
ご
み
歩
め
ば
心
癒
え
ゆ
く
〔
同
妃
〕

※
皇
太
子
は
結
婚
後
も
山
登
り
を
続
行
さ
れ
、
ま
た
同
妃
は
赤
坂
御
用
地
を
親
子
三
人
で
散
策
さ
れ
て
い
る
。

平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
歌
会
始
〔
皇
太
子

歳
・
同
妃

歳
〕
御
題
「
笑
み
」

25

46

42

・
い
と
け
な
き
吾
子
の
笑
（
え
）
ま
ひ
に
い
や
さ
れ
つ

子
ら
の
安
け
き
世
を
ね
が
ふ
な
り
〔
皇
太
子
〕

・
輪
の
中
の
ひ
と
り
笑
へ
ば
ま
た
ひ
と
り

幼
な
の
笑
ひ
ひ
ろ
が
り
て
ゆ
く
〔
同
妃
〕

※
前
年
十
二
月
、
愛
子
内
親
王
満
四
歳
と
な
ら
れ
、
同
年
代
の
お
子
た
ち
と
の
集
ま
り
に
も
出
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

五

皇
太
子
・
同
妃
（
甥
悠
仁
親
王
誕
生
後
）
の
御
歌

※
前
年
九
月
六
日
、
秋
篠
宮
（

歳
）・
紀
子
妃
（

歳
）
に
長
男
悠
仁
親
王
が
誕
生
さ
れ
た
。

40

39

平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）
歌
会
始
〔
皇
太
子

歳
・
同
妃

歳
〕
御
題
「
月
」

26

47

43
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・
降
り
そ
そ
ぐ
月
の
光
に
照
ら
さ
れ
て

雪
の
原
野
の
木
む
ら
浮
か
び
く
〔
皇
太
子
〕

・
月
見
た
し
と
い
ふ
幼
な
子
の
手
を
と
り
て

出
で
た
る
庭
に
月
あ
か
く
さ
す
〔
同
妃
〕

※
皇
太
子
は
前
年
冬
、
ス
キ
ー
に
行
か
れ
た
。
ま
た
同
妃
は
前
年
秋
、
東
宮
御
所
で
親
子
三
人
お
月
見
を
さ
れ
た
。

平
成
二
十
年
（
二
〇
〇
八
）
歌
会
始
〔
皇
太
子

歳
・
同
妃

歳
〕
御
題
「
火
」

27

48

44

・
蒼
（
あ
を
）
き
水
た
た
ふ
る
阿
蘇
の
火
口
よ
り

噴
煙
は
の
ぼ
る
身
に
ひ
び
き
つ
つ
〔
皇
太
子
〕

・
と
も
さ
る
る
燭
の
火
六
つ
願
ひ
こ
め

吹
き
て
幼
な
の
笑
み
ひ
ろ
が
れ
り
〔
同
妃
〕

※
前
年
秋
、
皇
太
子
は
熊
本
行
啓
の
際
に
阿
蘇
山
へ
立
ち
寄
ら
れ
た
。

※
そ
の
十
二
月
一
日
、
愛
子
内
親
王
満
六
歳
の
お
誕
生
日
祝
い
を
さ
れ
た
。

平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
）
歌
会
始
〔
皇
太
子

歳
・
同
妃

歳
〕
御
題
「
生
」

28

49

45

・
水
も
な
き
ア
ラ
ビ
ア
の
砂
漠
に
生
え
出
で
し

草
花
の
生
命
（
い
の
ち
）
た
く
ま
し
き
か
な
〔
皇
太
子
〕

・
制
服
の
あ
か
き
ネ
ク
タ
イ
胸
に
と
め

一
年
生
に
吾
子
は
な
り
た
り
〔
同
妃
〕

※
皇
太
子
・
同
妃
は
、
平
成
六
年
（
一
九
九
四
）
十
一
月
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
を
訪
ね
沙
漠
を
歩
か
れ
た
。

※
愛
子
内
親
王
は
前
年
四
月
、
学
習
院
初
等
科
に
入
学
さ
れ
た
。

平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）
歌
会
始
〔
皇
太
子

歳
・
同
妃

歳
〕
御
題
「
光
」

29

50

46

・
雲
の
上
（
へ
）
に
太
陽
の
光
は
い
で
き
た
り

富
士
の
山
は
だ
赤
く
照
ら
せ
り
〔
皇
太
子
〕

・
池
の
面
（
も
）
に
立
つ
さ
ざ
波
は
冬
の
日
の

光
を
う
け
て
明
か
く
き
ら
め
く
〔
同
妃
〕
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※
皇
太
子
は
平
成
二
十
年
夏
、
富
士
山
に
登
ら
れ
、
ま
た
同
妃
は
毎
朝
、
赤
坂
御
用
地
内
を
散
策
さ
れ
て
い
た
。

平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
歌
会
始
〔
皇
太
子

歳
・
同
妃

歳
〕
御
題
「
葉
」

30

51

47

・
紅
葉
（
も
み
ぢ
）
す
る
深
山
（
み
や
ま
）
に
入
り
て
た
た
ず
め
ば

木
々
の
葉
ゆ
ら
す
風
の
音
（
と
）
聞
こ
ゆ
〔
皇
太
子
〕

・
吹
く
風
に
舞
ふ
い
ち
や
う
の
葉
秋
の
日
を

表
に
裏
に
浴
び
て
か
が
や
く
〔
同
妃
〕

※
皇
太
子
は
数
年
前
の
秋
、
東
京
近
郊
の
山
に
登
ら
れ
た
。
ま
た
同
妃
は
前
年
十
一
月
、
学
習
院
初
等
科
を
訪
ね
ら
れ
た
。

平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）
歌
会
始
〔
皇
太
子

歳
・
同
妃

歳
〕
御
題
「
岸
」

31

52

48

・
朝
ま
だ
き
十
和
田
湖
岸
に
お
り
た
て
ば

は
る
か
に
黒
き
八
甲
田
（
は
つ
か
ふ
だ
）
見
ゆ
〔
皇
太
子
〕

・
春
あ
さ
き
林
あ
ゆ
め
ば
仁
田
沼
の

岸
辺
に
群
れ
て
み
づ
ば
せ
う
咲
く
〔
同
妃
〕

※
皇
太
子
は
学
習
院
中
等
科
三
年
生
の
修
学
旅
行
で
、
十
和
田
湖
か
ら
八
甲
田
連
峰
を
眺
め
ら
れ
た
。

※
同
妃
は
前
年
三
月
の
東
日
本
大
震
災
に
心
を
痛
め
ら
れ
、
平
成
八
年
（
一
九
九
六
）
四
月
に
皇
太
子
と
訪
ね
た
福
島
県
の
磐
梯
朝
日

公
園
仁
田
沼
散
策
の
光
景
を
詠
ま
れ
た
。

平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
）
歌
会
始
〔
皇
太
子

歳
・
同
妃

歳
〕
御
題
「
立
」

32

53

49

・
幾
人
の
巣
立
て
る
子
ら
を
見
守
り
し

大
公
孫
樹
（
い
ち
や
う
）
の
木
は
学
び
舎
に
立
つ
〔
皇
太
子
〕

・
十
一
年
前
吾
子
の
生
れ
た
る
師
走
の
夜

立
待
ち
月
は
あ
か
く
照
り
た
り
〔
同
妃
〕

※
皇
太
子
は
前
年
秋
、
学
習
院
初
等
科
で
「
大
銀
杏
」
を
御
覧
に
な
っ
た
。

※
愛
子
内
親
王
が
誕
生
さ
れ
た
平
成
十
三
年
（
二
〇
〇
一
）
十
二
月
一
日
は
「
立
待
ち
月
」（
十
六
夜
）
で
あ
っ
た
。
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平
成
二
十
六
年
（
二
〇
一
四
）
歌
会
始
〔
皇
太
子

歳
・
同
妃

歳
〕
御
題
「
静
」

33

54

50

・
御
社
（
み
や
し
ろ
）
の
静
け
き
中
に
聞
え
来
る

歌
声
ゆ
か
し
新
嘗
（
に
ひ
な
め
）
の
祭
〔
皇
太
子
〕

・
悲
し
み
も
包
み
こ
む
ご
と
釜
石
の

海
は
静
か
に
水
た
た
へ
た
り
〔
同
妃
〕

※
皇
太
子
は
毎
年
十
一
月
二
十
三
日
夜
半
、
天
皇
が
神
嘉
殿
で
行
わ
れ
る
新
嘗
祭
に
、
西
隔
殿
に
侍
座
し
て
神
楽
歌
を
聴
か
れ
る
。

※
両
殿
下
は
前
年
十
一
月
、
被
災
地
の
釜
石
を
訪
ね
、
復
興
途
上
の
ウ
ニ
漁
を
御
覧
に
な
っ
た
。

平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
）
歌
会
始
〔
皇
太
子

歳
・
同
妃

歳
〕
御
題
「
本
」

34

55

51

・
山
あ
ひ
の
紅
葉
深
ま
る
学
び
舎
に

本
読
み
聞
か
す
声
は
さ
や
け
し
〔
皇
太
子
〕

・
恩
師
よ
り
贈
ら
れ
し
本
ひ
も
と
け
ば

若
き
学
び
の
日
々
の
な
つ
か
し
〔
同
妃
〕

※
皇
太
子
は
前
年
十
一
月
、
第
三
十
八
回
全
国
育
樹
祭
に
山
形
県
へ
行
啓
さ
れ
、
最
上
郡
の
金
山
小
学
校
で
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

る
読
み
聞
か
せ
（
絵
本
「
き
つ
ね
の
ボ
タ
ン
」）
を
御
覧
に
な
っ
た
。

※
同
妃
は
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
の
大
学
院
で
勉
学
中
に
恩
師
か
ら
贈
ら
れ
た
本
を
丹
念
に
読
ま
れ
て
い
た
。

平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
）
歌
会
始
〔
皇
太
子

歳
・
同
妃

歳
〕
御
題
「
人
」

35

56

52

・
ス
ペ
イ
ン
の
小
さ
き
町
に
響
き
た
る

人
々
の
唱
ふ
復
興
の
歌
〔
皇
太
子
〕

・
ふ
る
さ
と
の
復
興
願
ひ
て
語
り
あ
ふ

若
人
た
ち
の
ま
な
ざ
し
は
澄
む
〔
同
妃
〕

※
皇
太
子
は
平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
）
六
月
、
ス
ペ
イ
ン
を
訪
ね
、
ビ
セ
ン
テ
・
ネ
リ
ア
小
学
校
の
生
徒
に
よ
る
東
日
本
大
震
災

の
復
興
歌
「
花
は
咲
く
」
合
唱
を
聴
か
れ
た
。
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※
両
殿
下
は
前
年
十
月
、
福
島
県
の
震
災
地
を
再
訪
し
、
県
立
ふ
た
ば
未
来
学
園
高
校
で
生
徒
た
ち
と
会
話
さ
れ
た
。

平
成
二
十
九
年
（
二
〇
一
七
）
歌
会
始
〔
皇
太
子

歳
・
同
妃

歳
〕
御
題
「
野
」

36

57

53

・
岩
か
げ
に
し
た
た
り
落
つ
る
山
の
水

大
河
と
な
り
て
野
を
流
れ
ゆ
く
〔
皇
太
子
〕

・
那
須
の
野
を
親
子
三
人
（
み
た
り
）
で
歩
み
つ
つ

吾
子
（
あ
こ
）
に
教
（
を
し
）
ふ
る
秋
の
花
の
名
〔
同
妃
〕

※
皇
太
子
は
平
成
二
十
年
（
二
〇
〇
八
）
五
月
、
山
梨
県
の
笠
取
山
へ
登
り
、
東
京
都
水
道
水
源
林
を
視
察
さ
れ
た
。

※
両
殿
下
は
前
年
夏
、
中
学
三
年
生
の
愛
子
内
親
王
と
三
人
で
那
須
御
用
邸
あ
た
り
を
散
策
さ
れ
た
。

平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
歌
会
始
〔
皇
太
子

歳
・
同
妃

歳
〕
御
題
「
語
」

37

58

54

・
復
興
の
住
宅
に
移
り
し
人
々
の

語
る
を
聞
き
つ
つ
幸
を
祈
れ
り
〔
皇
太
子
〕

・
あ
た
ら
し
き
住
ま
ひ
に
入
り
て
閖
上
（
ゆ
り
あ
げ
）
の

人
ら
語
れ
る
希
望
の
う
れ
し
〔
同
妃
〕

※
両
殿
下
は
前
年
十
一
月
、
宮
城
県
名
取
市
の
閖
上
地
区
復
興
住
宅
団
地
を
訪
ね
て
被
災
者
を
ね
ぎ
ら
わ
れ
た
。

平
成
三
十
一
年
（
二
〇
一
九
）
歌
会
始
〔
皇
太
子

歳
・
同
妃

歳
〕
御
題
「
光
」

38

59

55

・
雲
間
よ
り
さ
し
た
る
光
に
導
か
れ

わ
れ
登
り
ゆ
く
金
峰
（
き
ん
ぷ
）
の
峰
に
〔
皇
太
子
〕

・
大
君
と
母
宮
の
愛
（
め
）
で
し
御
園
生
（
み
そ
の
ふ
）
の

白
樺
（
し
ら
か
ば
）
冴
（
さ
）
ゆ
る
朝
の
光
に
〔
同
妃
〕

※
皇
太
子
は
学
習
院
高
校
一
年
生
の
昭
和
五
十
年
（
一
九
七
五
）
七
月
、
山
梨
と
長
野
の
県
境
に
あ
る
金
峰
山
に
登
ら
れ
た
。

※
同
妃
は
平
成
の
天
皇
・
皇
后
が
昭
和
三
十
四
年
（
一
九
五
九
）
以
来
お
住
ま
い
の
東
宮
御
所
で
大
切
に
育
て
ら
れ
た
白
樺
の
木
々
に

寄
せ
て
感
謝
の
気
持
を
こ
め
ら
れ
た
。
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六

天
皇
の
御
製
と
皇
后
の
御
歌
（
即
位
後
）

※
平
成
三
十
一
年
の
四
月
三
十
日
、
天
皇
（

歳
）
は
「
退
位
」（
譲
位
）
し
て
「
上
皇
」
と
な
ら
れ
、
五
月
一
日
に
皇
太
子
（

歳
）

85

59

が
践
祚
し
て
新
元
号
「
令
和
」
の
天
皇
と
な
り
、
十
月
二
十
二
日
、
即
位
の
礼
を
挙
げ
ら
れ
た
。

令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）
歌
会
始
〔
天
皇

歳
・
皇
后

歳
〕
御
題
「
望
」

39

60

56

・
学
舎
（
ま
な
び
や
）
に
ひ
び
か
ふ
子
ら
の
弾
（
は
ず
）
む
声

さ
や
け
く
あ
れ
と
ひ
た
す
ら
望
む
〔
天
皇
〕

・
災
ひ
よ
り
立
ち
上
が
ら
む
と
す
る
人
に

若
き
ら
の
力
希
望
も
た
ら
す
〔
皇
后
〕

※
両
陛
下
は
前
年
六
月
、
都
内
の
麻
布
保
育
園
を
訪
れ
、
ま
た
十
月
、
愛
子
内
親
王
が
在
学
中
の
学
習
院
女
子
中
・
高
等
科
へ
出
向
か

れ
文
化
祭
を
御
覧
に
な
っ
た
。

※
そ
の
十
二
月
、
秋
に
台
風
十
九
号
で
被
災
し
た
宮
城
県
丸
森
町
と
福
島
県
本
宮
市
を
見
舞
い
、
若
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
励
ま
さ
れ
た
。

令
和
三
年
（
二
〇
二
一
）
歌
会
始
〔
天
皇

歳
・
皇
后

歳
〕
御
題
「
実
」

40

61

57

・
人
々
の
願
ひ
と
努
力
が
実
を
結
び

平
ら
け
き
世
の
到
る
を
祈
る
〔
天
皇
〕

・
感
染
の
収
ま
り
ゆ
く
を
ひ
た
願
ひ

出
で
立
つ
園
に
梅
の
実
あ
を
し
〔
皇
后
〕

※
両
陛
下
は
前
年
早
々
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
の
世
界
的
な
感
染
拡
大
に
よ
り
困
難
に
直
面
し
て
い
る
人
々
に
心
を
寄
せ
て
お
ら
れ
た
。

令
和
四
年
（
二
〇
二
二
）
歌
会
始
〔
天
皇

歳
・
皇
后

歳
〕
御
題
「
窓
」

41

62

58

・
世
界
と
の
往
き
来
難
（
が
た
）
か
る
世
は
つ
づ
き

窓
開
く
日
を
偏
（
ひ
と
へ
）
に
願
ふ
〔
天
皇
〕
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・
新
し
き
住
ま
ひ
と
な
れ
る
吹
上
の

窓
か
ら
望
む
大
樹
の
み
ど
り
〔
皇
后
〕

※
天
皇
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
の
収
束
を
直
視
し
今
後
を
展
望
さ
れ
て
い
る
。

※
前
年
九
月
、
天
皇
・
皇
后
は
成
人
間
近
の
愛
子
内
親
王
と
共
に
、
赤
坂
か
ら
皇
居
吹
上
の
新
御
所
へ
移
居
さ
れ
た
。

令
和
五
年
（
二
〇
二
三
）
歌
会
始
〔
天
皇

歳
・
皇
后

歳
〕
御
題
「
友
」

42

63

59

・
コ
ロ
ナ
禍
に
友
と
楽
器
を
奏
で
う
る

喜
び
語
る
生
徒
ら
の
笑
み
〔
天
皇
〕

・
皇
室
に
君
と
歩
み
し
半
生
を

見
守
り
く
れ
し
親
し
き
友
ら
〔
皇
后
〕

※
天
皇
は
前
々
年
（
二
〇
二
一
）
の
十
月
、
和
歌
山
県
で
開
催
さ
れ
た
第
三
十
六
回
国
民
文
化
祭
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
参
加
さ
れ
、
新
型

コ
ロ
ナ
渦
中
で
も
吹
奏
楽
の
生
徒
た
ち
が
練
習
に
苦
心
し
た
話
を
聴
か
れ
た
。

※
皇
后
は
三
十
歳
近
く
で
皇
室
に
入
ら
れ
て
か
ら
三
十
年
近
い
歩
み
を
温
く
見
守
っ
て
く
れ
た
人
々
に
感
謝
し
て
お
ら
れ
る
。

七

天
皇
の
決
定
さ
れ
る
「
御
題
」
の
意
味

以
上
、
浩
宮
徳
仁
親
王
が
、
㋑
満
二
十
歳
で
成
年
と
な
ら
れ
た
翌
年
正
月
か
ら
十
二
回
、
ま
た
㋺
小
和
田
雅
子
嬢
と
結
婚
さ
れ
た
翌
年

正
月
か
ら
二
十
六
回
、
さ
ら
に
㋩
天
皇
と
し
て
即
位
さ
れ
た
翌
年
正
月
か
ら
四
回
、「
歌
会
始
」
に
お
い
て
披
講
さ
れ
た
和
歌
（
御
歌
・

御
製
）
を
抄
録
し
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
、
大
半
（
約
四
分
の
三
）
を
占
め
る
の
は
、
結
婚
さ
れ
た
雅
子
妃
＝
皇
后
と
の
三
十
年
で
す
が
、
そ
れ
は
平
坦
な
道
程
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
ど
ん
な
時
も
助
け
あ
い
励
ま
し
あ
い
、
特
に
愛
子
内
親
王
が
成
長
さ
れ
る
に
つ
れ
て
、
三
人
で
支
え
あ

い
な
が
ら
、
困
難
を
乗
り
越
え
て
来
ら
れ
た
こ
と
が
、
抄
録
し
た
御
歌
・
御
製
か
ら
も
伝
わ
っ
て
参
り
ま
す
。

ち
な
み
に
、
一
昨
年
（
令
和
三
年
）
十
二
月
一
日
に
「
成
年
」（
満
二
十
歳
）
と
な
ら
れ
た
愛
子
内
親
王
は
、
昨
年
と
今
年
の
歌
会
始
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に
次
の
よ
う
な
御
歌
を
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
〔
令
和
四
年
〕

英
国
の
学
び
舎
に
立
つ
時
迎
へ

開
か
れ
そ
む
る
世
界
へ
の
窓

※
こ
れ
は
平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）、
学
習
院
女
子
高
等
科
二
年
生
の
夏
休
み
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
イ
ー
ト
ン
校
（
全
寮
制
）
へ
語
学

研
修
・
史
蹟
見
学
に
行
っ
て
来
ら
れ
時
の
感
慨
で
す
。

・
〔
令
和
五
年
〕

も
み
ぢ
葉
の
散
り
敷
く
道
を
歩
み
き
て

浮
か
ぶ
横
顔
友
と
の
家
路

※
こ
れ
は
前
年
秋
、
皇
居
吹
上
御
所
の
庭
を
散
策
さ
れ
な
が
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
前
に
友
人
と
学
校
へ
の
帰
り
道
を
語
ら
い
歩
い
た

こ
と
を
思
い
出
し
て
詠
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。

皇
室
の
方
々
は
（
宮
内
庁
の
関
係
有
志
も
）、
毎
年
正
月
の
「
歌
会
始
」
だ
け
で
な
く
、
毎
月
の
「
月
次
（
つ
き
な
み
）
歌
会
」
に
も

「
御
題
」
を
詠
み
込
ん
だ
和
歌
を
作
ら
れ
ま
す
。
そ
の
御
題
は
ど
の
よ
う
に
選
び
定
め
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
昨

年
の
歌
会
始
後
に
、
歌
会
選
者
で
宮
内
庁
御
用
掛
の
篠
弘
氏
（
一
九
三
三
～
二
〇
二
二
年
十
二
月
、

歳
）
は
、『
Ａ
Ｅ
Ｒ
Ａ
』
Ｎ
記
者

89

の
取
材
に
次
の
ご
と
く
答
え
て
い
ま
す
。

す
な
わ
ち
、
ま
ず
「
歌
会
始
の
五
人
の
選
者
が
過
去
の
お
題
を
参
考
に
し
て
二
つ
に
し
ぼ
」
り
、
そ
の
上
で
「
最
終
的
に
決
定
す
る
の

は
、
天
皇
の
役
目
」
で
す
。
た
と
え
ば
、
令
和
四
年
の
歌
会
始
に
向
け
て
の
御
題
「
窓
」
は
、
同
二
年
十
二
月
ま
で
に
選
定
さ
れ
、
翌
三

年
正
月
の
歌
会
始
終
了
時
に
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
つ
い
で
同
年
九
月
末
日
ま
で
に
一
般
か
ら
詠
進
さ
れ
た
作
品
は
、
宮
内
庁
式
部
職
の
担

当
者
と
選
者
に
よ
り
入
選
十
首
と
佳
作
十
首
が
選
ば
れ
た
の
で
す
。

こ
の
御
題
「
窓
」
に
つ
い
て
詠
ま
れ
た
天
皇
の
御
製
（
前
掲

）
は
、
篠
弘
氏
に
よ
れ
ば
「
コ
ロ
ナ
禍
が
収
束
し
た
そ
の
先
に
、
い
ま

41

大
き
く
落
ち
込
ん
で
い
る
世
界
の
人
々
と
の
往
来
が
、
再
び
盛
ん
に
な
る
日
の
訪
れ
を
願
っ
て
詠
ま
れ
た
和
歌
」
で
す
。
し
か
も
「
天
皇

に
即
位
し
て
か
ら
は
、
歌
を
締
め
く
く
る
用
語
と
し
て
〝
望
む
〟
〝
祈
る
〟
〝
願
う
〟
な
ど
、
人
び
と
と
共
に
あ
る
言
葉
を
お
選
び
に
な
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っ
て
い
ま
す
」
と
説
明
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

こ
う
し
て
選
定
さ
れ
今
年
正
月
に
公
表
さ
れ
た
新
し
い
御
題
は
「
和
」
で
す
。
こ
の
一
文
字
（
訓
読
で
も
熟
語
で
も
よ
い
）
を
詠
み
込

ん
だ
作
品
を
半
紙
に
毛
筆
で
清
書
し
、
九
月
末
日
ま
で
に
〒
一
〇
〇

－
八
一
一
一
宮
内
庁
「
詠
進
係
」
へ
送
る
こ
と
（
詳
細
㋥
参
照
）、

そ
れ
を
ぜ
ひ
よ
り
多
く
の
人
々
に
実
行
し
て
頂
け
た
ら
と
念
じ
て
お
り
ま
す
。
念
の
た
め
、「
御
題
」
に
寄
せ
て
詠
進
す
る
こ
と
自
体
に

意
味
が
あ
り
、
入
選
し
な
く
て
も
、
詠
進
歌
の
す
べ
て
が
両
陛
下
の
も
と
へ
差
し
上
げ
ら
れ
、
そ
れ
を
一
々
御
覧
く
だ
さ
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

な
お
、
本
稿
の
入
力
に
は
、
野
木
邦
夫
氏
（
日
本
学
協
会
研
究
員
）
の
協
力
を
え
ま
し
た
。
ち
な
み
に
、
平
成
の
天
皇
も
今
上
陛
下
も
、

ワ
ー
プ
ロ
・
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
歌
稿
の
推
敲
を
し
て
お
ら
れ
る
、
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

か
ん
せ
い
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｚ
Ａ
（
令
和
五
年
八
月
一
日
）
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